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デ
ィ
ル
タ
イ
「
言
挙
の
本
質
」

の
邦
課
に
就
い
て勝
部
　
謙
造

　
昨
年
私
が
翻
謬
出
版
し
た
ゲ
イ
ル
タ
イ
原
著
「
哲

學
の
本
質
」
は
、
其
後
意
外
の
思
ひ
違
ひ
を
し
て
居

る
黙
を
登
与
し
た
の
で
、
最
近
そ
の
改
訂
中
で
あ
っ

た
が
、
恰
も
本
誌
六
月
號
に
於
て
戸
田
選
士
か
ら
該

書
に
就
い
て
綿
密
な
る
批
評
を
給
は
ゆ
、
今
更
私
の

粗
漏
で
あ
っ
た
二
ご
に
深
く
恥
ぢ
入
る
ε
共
に
、
學

士
の
好
意
を
衷
心
か
ら
域
謝
し
た
い
Q
近
く
該
書
の

改
訂
を
完
成
し
て
．
學
士
及
び
大
方
の
士
の
鑑
正
を

仰
ぎ
た
い
ご
思
っ
て
居
る
。

新
　
刊
　
紹
　
介

　
　
　
■
阿
鳳
望
騨
曽
蟹
爾
冒
属
瓢
隔
暉
■
幽
圏
閏
圏
口
幽
閲
屑
腱
顧
臨
曜
口
昌
暦
腫
庸
ロ
暫
翼
謹
翻
風
鯛
国
剛
圏
罵

　
　
　
　
瓢
稠
翻
脅

　
　
　
一
播
隅
翼
脚
■
圃
魑
□
鳳
憂
慮
隅
駆
舖
国
属
騒
鳳
曽
目
障
回
凹
脚
■
●
繍
回
匹
回
障
冒
罵
風
置
冒
曽
闘
■
翻
醒

衆
議
院
議
員
山
回
儀
重
著
　
大
人
の
数
育

　
研
究
幾
表
ミ
い
ふ
よ
り
に
寧
ろ
啓
蒙
の
目
的
存
以
て
英
、
佛
、
濁
、
丁
、

米
の
諮
國
に
現
在
行
ば
れ
つ
㌧
あ
る
成
人
の
数
育
た
紹
介
し
六
も
の
で
あ
る

書
中
に
、
英
國
勢
働
者
歎
育
協
合
あ
ナ
ソ
〃
・
フ
ナ
ー
ド
の
酔
事
力
i
瓦
ラ

イ
ト
氏
の
直
談
ミ
し
て
「
英
國
の
勢
働
活
は
同
盟
罷
繁
歪
毬
の
手
段
に
よ
っ

て
数
日
に
し
て
焚
國
の
支
配
者
こ
な
り
う
ろ
こ
亡
な
知
っ
て
み
る
。
し
か
し

果
し
て
よ
り
良
き
英
國
浮
成
し
得
る
か
疑
が
あ
る
。
賢
き
も
の
が
支
配
す
べ

き
で
あ
ろ
が
故
に
、
吾
等
ば
先
づ
賢
く
な
る
爲
に
墨
問
す
ろ
の
だ
ミ
自
発
し

て
み
る
」
マ
」
遠
山
へ
、
る
を
あ
ば
り
カ
る
こ
ビ
。
仙
労
働
…
者
敷
育
協
衛
隠
の
催
ゼ
る
學
級

に
出
席
ぜ
る
入
員
の
一
九
ニ
ニ
年
の
統
計
幽
し
て
、

敏
艮
坑
夫
及
蓮
無
人

書
記
及
電
信
手
等

機
關
二
塁
楼
山
金
埼
工

家
癒
の
主
婦
及
女
中

維
物
、
裁
縫
、
靴
工
其
他
工
場
勢
働
看

鐵
道
勢
働
潜

官
公
吏

建
築
指
物
師
等

店
員

九
一

入
○
一
名

六
七
〇
名

九
五
二
名

入
一
五
名

四
入
入
名

三
〇
六
名

二
二
二
名

一
二
九
名

一
＝
六
名

一
八
三
名
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雪
學
研
究
　
銘
百
二
十
四
號

　
　
職
工
長
寛
丈
短
人

　
　
送
籍
代
理
店
員
等

　
　
石
和
及
製
本
人

　
　
陶
器
師

為
列
記
ぜ
る
如
告
、

入
両
名

七
二
名

八
六
名

二
五
名

　
　
　
　
　
　
　
　
又
七
｝
レ
メ
ン
塾
事
業
の
起
原
ミ
し
て
、
「
英
國
ば
多
年

貧
斑
致
渣
に
に
様
々
の
方
策
た
施
し
て
常
に
手
な
焼
い
六
の
で
あ
っ
六
Q
憐

み
の
情
に
よ
っ
て
喜
捨
す
る
方
法
ぽ
一
瓶
の
氣
体
で
あ
っ
て
、
却
っ
て
有
害

で
あ
ろ
・
ぎ
が
明
ら
か
に
な
っ
て
來
穴
Q
こ
」
に
セ
下
ル
メ
ン
ト
の
纂
業
が

起
っ
て
來
六
。
…
…
…
…
貧
民
の
敏
育
が
最
後
の
教
涛
法
で
あ
ら
れ
ば
な
ら

ぬ
」
ミ
詑
載
ぜ
ろ
こ
定
。
猫
逸
の
ド
ラ
イ
シ
ソ
ビ
ア
ソ
カ
ー
の
國
艮
大
學
の

學
琵
が
「
自
分
等
か
八
噂
間
勢
働
准
主
張
す
ろ
の
口
働
く
の
が
嫌
だ
か
ら
で

も
な
け
れ
ぽ
、
只
遊
び
六
い
か
ら
こ
い
ふ
で
も
な
い
。
人
間
ら
し
く
丈
化
た

昧
ふ
厚
め
に
墨
書
や
研
究
の
噂
…
闘
な
得
六
い
か
ら
で
あ
ろ
し
虐
い
つ
暴
言
な

ご
を
引
台
し
て
あ
る
黙
な
ご
ほ
爲
政
者
、
塗
骨
改
良
家
．
弾
倉
教
育
看
な
ご

の
見
逸
が
し
で
、
な
ら
な
い
個
所
の
や
う
に
思
に
れ
穴
。

　
こ
の
種
の
教
育
に
聞
す
る
凱
…
ば
丈
郡
省
に
於
て
「
成
人
敏
育
」
ぜ
使
．
用
語
な

「
定
さ
れ
索
や
う
に
煽
い
で
み
ろ
。
さ
う
し
て
こ
の
こ
書
に
憲
政
倉
の
内
閤

岡
隣
家
祁
の
時
代
に
於
て
、
憲
政
會
中
敷
翠
玉
為
以
て
調
え
弘
ト
齎
が
大
人
数

育
ご
害
く
の
に
他
に
理
由
あ
っ
て
か
。
聚
行
所
、
東
京
、
モ
ナ
ス
、
定
綴
萱

瞬
9
（
併
藤
趨
勢
）

　
丈
學
士
　
加
藤
仁
亭
蔚
　
　
和
魂
漢
才
m
説

　
菅
家
遙
誠
の
中
の
第
二
十
一
章
、
第
二
十
二
章
、

為
歴
典
的
に
考
察
し
乳
も
の
で
あ
ろ
。

農
申
私
魂
漢
オ
な
ろ
伺

九
二

　
日
本
教
育
史
教
科
書
な
ご
に
和
魂
漢
オ
な
ろ
語
が
菅
公
の
言
定
し
て
屡
々

引
用
さ
れ
て
あ
っ
療
O
さ
う
し
て
こ
の
こ
ミ
の
設
な
る
こ
定
は
文
學
士
嵩
橋

俊
乗
君
に
よ
り
て
既
に
四
五
年
以
前
に
獲
表
ゼ
ら
れ
て
あ
っ
象
。
そ
の
理
歯

に
菅
家
遺
誠
に
後
人
の
傭
作
で
あ
る
こ
ミ
、
定
、
魂
な
ろ
語
に
宵
代
に
於
て

に
現
今
ミ
ば
つ
糞
意
味
に
用
ゐ
ら
れ
て
る
六
亡
い
ふ
二
貼
で
あ
っ
六
ミ
記
憶

す
る
。

　
今
抑
藤
齎
の
研
究
ば
更
に
一
歩
為
進
め
て
管
家
逡
誠
ミ
濤
す
る
現
今
日
本

に
存
す
ろ
凡
て
の
爲
本
・
版
本
た
集
め
、
旦
こ
れ
に
關
す
る
奮
來
の
史
家
の
研

究
た
渉
蝕
し
、
殿
密
な
る
科
學
的
方
法
三
鼎
ひ
力
結
果
和
魂
漢
オ
云
々
の
句

の
含
ま
れ
．
六
ろ
第
骨
二
章
ば
谷
川
士
満
が
湿
本
書
記
通
詮
に
評
語
ε
し
て
用

び
し
も
の
が
鐵
入
さ
れ
六
も
の
で
あ
り
、
第
廿
一
章
匡
そ
れ
よ
り
幾
分
後
れ

て
鼠
入
さ
れ
六
も
の
で
あ
る
オ
臨
案
を
下
さ
れ
六
の
で
あ
る
。
前
し
て
今
後

加点

O
聖
い
る
奥
料
が
”
盗
見
さ
、
れ
て
も
こ
の
メ
臨
画
案
だ
け
v
ば
需
筏
へ
ろ
憂
ば
な
い
ぐ
」
の

確
信
な
有
し
て
み
ろ
の
で
あ
る
。
猫
更
に
か
㌧
る
織
入
の
背
景
に
に
本
屠
宣

長
、
亭
田
無
…
胤
聖
旨
至
心
に
し
て
和
魂
に
關
す
る
議
論
の
半
ば
さ
れ
て
み
れ

こ
ぜ
、
天
詳
解
の
信
仰
が
如
何
様
に
あ
っ
糞
か
、
傭
作
さ
れ
☆
る
菅
家
渣
誠

が
後
世
に
如
釘
な
る
影
響
為
及
ぼ
し
カ
か
等
の
丈
化
史
的
研
究
か
、
も
忽
諸
に

付
ゼ
な
か
っ
た
黙
に
於
て
縦
な
る
歴
吏
家
の
企
及
し
え
な
い
、
教
育
思
想
更

研
究
家
亡
し
て
の
加
藤
君
の
手
腕
が
現
れ
て
み
る
。
多
血
、
三
五
四
頁
、
東

京
、
培
風
館
獲
行
，
定
頂
三
圓
入
十
銭
（
伊
藤
猷
典
）


